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１、業務内容 

・ 年４回（４月、７月、１０月、１月）の定期募集のための空家修繕。 

・ 市長が指定する住戸の空家修繕。 

 ※修繕費用区分については、「すまいのしおり」の市営住宅修繕費用区分表を参照のこと。 

 

２、修繕の程度 

 ・修繕は、いずれも原状機能回復レベルを標準とする。 

 

３、空家修繕仕様 

 ○建築関係 

  共通事項：材料からのﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量は、Ｆ☆☆☆☆とする。 

 イ）ＥＰ塗    JIS K 5663 の２種 

          従来面の汚れを除去し、ｸﾗｯｸのﾊﾟﾃ処理等下地調整後、２回塗りとする。 

 ロ）ＥＰ－Ｇ塗  JIS K 5660 

          従来面の汚れを除去し、ｸﾗｯｸのﾊﾟﾃ処理等下地調整後、２回塗りとする。 

 ハ）ＳＯＰ塗   JIS K 5516 

          従来面の汚れを除去し、下地調整後、２回塗りとする。 

 二）ＮＡＤ塗   JIS K 5670 

          従来面の汚れを除去し、ｸﾗｯｸのﾊﾟﾃ処理等下地調整後、２回塗りとする。 

 ホ）合板貼り    

   １）下地組  胴縁（45＊21）を、ﾗﾜﾝ合板の下地は、縦横＠450。ﾌﾟﾘﾝﾄ合板は、 

縦＠300 横＠450 を標準とする。 

   ２）合板貼り 仕上げ材は、釘・接着剤の併用とする。 

 へ）建具金物取替 金物取替後、建具調整の上、可動部（丁番・戸車等）に注油する。 

 

 ト）ガラス入替  網入ｶﾞﾗｽは、ﾜｲﾔｰｶﾞｰﾄﾞにて小口処理を行うものとする。 

 チ）清掃片付け 

   １）屋内全般 ①居室・台所・浴室・便所・洗面所の床・壁・天井・その他器具等の 

清掃。 

          ②経年変化による天井・壁ｸﾛｽの染み抜き及び汚れ落とし。 

          ③木質床のﾜｯｸｽ掛け、ｼｰﾄ床の水拭き、畳の拭き取り、土間の清掃 

          ④内部建具（障子・枠）の清掃、ｶﾞﾗｽ拭き共。 

          ⑤外部建具（障子・枠）の清掃、ｶﾞﾗｽ拭き共。 

   ２）台所廻り ①流し台・つり棚・水切り棚・各種設備器具等（蛇口・換気扇・ｽｲｯﾁ・

ｺﾝｾﾝﾄ・配管等）・排水金具の清掃。 

          ②油汚れ・水垢・浮き錆・もらい錆等の除去。 

   ３）便所・浴室・洗面廻り 

          ①浴槽・釜、洗面器、手洗器、ﾀﾝｸ・便器、蛇口、排水金具、配管等の

清掃。 

   ４）その他  ①各室の照明器具及びｽｲｯﾁ・ｺﾝｾﾝﾄ・ﾛｰｾﾞｯﾄの清掃。 

          ②換気扇、天井扇の見掛かり・ｼｬｯﾀｰ・ﾌｨﾙﾀｰ等の清掃。 
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○ 電気・機械設備関係 

１）設備全般 ①給排水工事の施工は、上下水道指定業者とすること。 

       ②都市ガス（ｶﾞｽ風呂釜を含む）の施工は、都市ガス供給事業者によるこ

と。 

       ③入居者取付分の配管・器具類等を撤去し、原形復旧すること。 

       ④機器類の仕様は、既設同等品とする。 

２）電気設備基本工事 

       ①住宅分電盤の絶縁抵抗測定 

       ②電気器具（各種照明器具、ｽｲｯﾁ･ｺﾝｾﾝﾄ･ﾛｰｾﾞｯﾄ・ﾁｬｲﾑ､換気扇類）の動

作確認 

３）機械設備基本工事 

       ①ﾊﾟｯｷﾝ取替、設備器具（便器、洗面器、風呂釜、ｶﾞｽ給湯器、流し台等）

の動作確認（水漏れの確認、排水の通水を含む） 

       ②ﾊﾟｯｷﾝ取替箇所は、各種水栓のｺﾏ・山形・Ｕﾊﾟｯｷﾝとする。 

       ③既設浴槽・釜を再利用する場合（新規取付を除く）、水張り試験を行い、

浴槽本体及び循環パイプからの漏水の有無の確認。 

４）ＬＥＤ照明器具交換基本工事 

       ①玄関、洗面化粧台、洗面脱衣所、浴室、トイレ、台所流し台の照明器

具をＬＥＤ照明器具に交換すること。 

       ②ＬＥＤ化済の照明器具については、当該照明器具に不調がない限り、

交換は不要とする。 

 

○ 畳 関係 

イ）畳 表  日本農林規格（JAS）に定める３等以上を使用する。 

ロ）畳 縁  化粧へりとし、色合いは見本品により決定する。 

ハ）縁下地  ﾊﾄﾛﾝ紙を張り合わせたものを使用する。 

二）新 畳  別紙「化学畳施工要領書」による。 

ホ）その他  ①発生くず（古畳等）は、適正に処分すること。 

       ②畳養生には、防虫紙を使用のこと。 

 

○ 襖 関係 

イ）上表紙  新鳥の子紙とする。（のりは防かび剤入り） 

ロ）縁    既設と合わせるものとする。 

ハ）新 襖  別紙「和襖施工要領書」による。 

二）その他  ①発生くずは、適正に処分すること。 

 

４、提出書類 

イ）工事写真  施工前、施工中、完成とする。ｶﾗｰｻｰﾋﾞｽ版 製本１部（A4 版） 

※撮影方向を合わせ、施工数量が確認できること。 

           ※施工工程がわかるようにすること 

ロ）畳・電気・機械設備関係の施工・品質確認チェックリスト 
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